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これでは「軍部独走」だ
11
日
の
参
院
安
保
特

別
委
で
日
本
共
産
党
の

小
池
晃
議
員
は
、
自
衛

隊
内
で
「
8
月
中
の
戦

争
法
案
成
立
・
来
年

2
月
施
行
」
を
前
提
に
、

法
案
の
実
施
計
画
が
立

て
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
、

独
自
に
入
手
し
た
防
衛

省
統
合
幕
僚
監
部
の
内

部
文
書
「
日
米
防
衛
協

力
の
た
め
の
指
針
（
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
）
及
び
平

和
安
全
法
制
関
連
法
案

に
つ
い
て
」
で
明
ら
か

に
し
ま
し
た
。

防
衛
省
は
17
日
、
統

合
幕
僚
監
部
が
作
成
し

た
こ
の
内
部
文
書
が
存

在
す
る
こ
と
を
、
正
式

に
認
め
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
山
下

芳
生
書
記
局
長
は
17
日

の
記
者
会
見
で
、
①
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
上
位
に

あ
り
、
そ
の
実
効
性
確

保
の
た
め
に
戦
争
法
案

が
必
要
だ
と
し
て
い
る
、

戦争法案審議の裏で防衛省幕僚監部が実施計画を作成

②
日
米
共
同
の
司
令
部

を
設
置
し
、
日
米
共
同

の
作
戦
計
画
の
も
と
に

自
衛
隊
を
活
動
さ
せ
る
、

③
南
ス
ー
ダ
ン
に
派
遣

し
て
い
る
国
連
平
和
維

持
活
動
で
「
駆
け
つ
け

警
護
」
や
「
武
器
使
用
」

を
拡
大
す
る
、
④
法
案

の
成
立
・
施
行
の
日
程

ま
で
書
き
込
ん
で
い
る
、

と
い
う
大
問
題
を
指
摘

し
「
極
め
て
重
大
な
内

容
を
は
ら
ん
だ
文
書
」

と
批
判
。
資
料
提
出
と

委
員
会
で
の
集
中
審
議

を
要
求
し
ま
し
た
。

八雲神社で盆踊り
8日、八雲神社境内で第 3回

となる岩淵町盆踊りが開かれま
した。見るより踊る方が数段楽
しい盆踊り。私もつたない踊り
で参加しました。（のの山けん）

7日、ほっと村が主催する「生
産者交流ツアー」で、甘楽町を訪
れました。コンポスト堆肥の視察、
甘楽ふるさと館での食事、こんにゃ
くパーク見学、農家での収穫体験
など盛りだくさんの内容で群馬の
自然を満喫しました。（のの山けん）

甘楽町へ「生産者交流ツアー」甘楽ふるさと館
こんにゃくパーク

防衛省幕僚監部が作成した内部文
書を示して質問する小池晃議員
＝11日、参院安保法制特委員会



訪
問
。
こ
こ
で
共

同
生
活
を
送
る

10
人
の
旧
「
慰
安

婦
」
の
ハ
ル
モ
ニ

の
う
ち
、
姜

カ
ン
イ
ル
チ
ュ
ル

日
出

さ
ん
、
李イ

オ
ク
ス
ン

玉
善
さ

ん
、
朴パ

ク
オ
ク
ス
ン

玉
善
さ
ん
、

柳ユ
ヒ
ナ
ム

喜
男
さ
ん
の
4

人
が
私
た
ち
を
迎

え
て
く
れ
ま
し
た
。

「
日
本
政
府
は

8
月
13
日
か
ら
16
日
ま

で
、
劇
団
俳
優
座
の
女
優

有
馬
理
恵
さ
ん
と
行
く
日

本
軍
「
慰
安
婦
」
問
題
を

考
え
る
韓
国
ツ
ア
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。
旧
日
本
軍

の
植
民
地
支
配
か
ら
の
解

放
を
記
念
す
る
光

ク
ァ
ン
ボ
ッ
チ
ョ
ル

復
節

（
8
月
15
日
）
を
は
さ
ん

で
、
実
り
多
い
ソ
ウ
ル
で

の
4
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

「
ナ
ヌ
ム
の
家
」で

ハ
ル
モ
ニ
と
面
会

初
日
は
ソ
ウ
ル
郊
外
に

あ
る
「
ナ
ヌ
ム
の
家
」
を

「ナヌムの家」でハルモニ（元「慰安婦」）の話を聞く

日本軍「慰安婦」を演じる女優の有馬理恵さん

旧日本軍が使用した西大門刑務所跡

「戦争と女性の人権博物館」の展示

器
具
な
ど
が
、
当
時
の
ま

ま
の
姿
で
展
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

若
者
も
訪
れ
る
　

女
性
人
権
博
物
館

午
後
は
、
日
本
軍
「
慰

安
婦
」
問
題
に
ま
つ
わ
る

多
数
の
資
料
を
展
示
し
て

い
る
戦
争
と
女
性
の
人
権

博
物
館
を
訪
問
。
生
前
、

自
ら
の
体
験
を
数
々
の
絵

画
作
品
に
残
し
た
姜カ

ン
ド
ッ徳

景キ
ョ
ンハ
ル
モ
ニ
の
、
遺
品
の

絵
筆
も
展
示
さ
れ
て
お
り
、

目
頭
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

韓
国
人
の
中
高
生
や
子

連
れ
の
家
族
も
多
く
来
館

し
て
お
り
、
真
剣
な
ま
な

ざ
し
で
展
示
を
見
つ
め
て

い
ま
し
た
。

韓
国
の
研
究
者
と

の
交
流・懇
談

2
日
目
の
午
後
と
3
日

目
は
、
高
麗
大
学
校
の
李イ

圭ギ
ュ
ス洙
教
授
、
韓
国
女
性

人
権
振
興
院
の
韓ハ

ン
ヘ
イ
ン

恵
仁
女

芝
居
「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』

と
は
」
を
参
加
者
全
員
で

鑑
賞
。「
慰
安
婦
」
に
な

り
き
っ
た
迫
真
の
演
技
は
、

言
葉
の
壁
を
越
え
て
感
動

を
広
げ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
李
王
朝
の

閔ミ
ン
ビ妃
が
殺
害
さ
れ
た
景
キ
ョ
ン
ボ
ッ福

宮ク
ン

、
北
朝
鮮
を
望
む
臨イ
ム
ジ
ン津

閣ガ
ク

や
烏オ
ド
ゥ
サ
ン

頭
山
統
一
展
望
台

を
見
学
、
虐
げ
ら
れ
南
北

に
分
断
さ
れ
た
国
家
と
し

て
の
韓
国
の
現
実
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
日
韓
間
の

諸
問
題
に
と
り
く
ん
で
ゆ

き
ま
す
。（
の
の
山
け
ん
）

私
た
ち
が
死
ぬ
の
を
待
っ

て
い
る
。
そ
の
前
に
謝
罪

を
」
の
言
葉
に
胸
が
詰
ま

り
ま
し
た
。

独
立
運
動
家
弾
圧

の
刑
務
所
跡
地

2
日
目
の
午
前
は
、
国

立
ソ
ウ
ル
顕
忠
院
、
西ソ

デ大

門ム
ン

刑
務
所
歴
史
館
、
三
・

一
独
立
運
動
の
発
祥
の
地

タ
プ
コ
ル
公
園
を
見
学
。

旧
日
本
軍
に
よ
っ
て
独
立

運
動
家
が
投
獄
さ
れ
て
い

た
西
大
門
刑
務
所
跡
で
は
、

独
房
や
拷
問
に
使
わ
れ
た

氏
ら
研
究
者
か
ら

講
義
を
受
け
、
東

ア
ジ
ア
の
未
来
や

「
慰
安
婦
」
問
題

解
決
の
道
な
ど
に

つ
い
て
懇
談
し
ま

し
た
。

交
流
の
最
後
に

有
馬
理
恵
さ
ん
に

よ
る
お
話
し
と
お

日本軍「慰安婦」問題を考える

韓国・ソウルの旅女優・有馬理恵
さんと行く

劇団俳優座


